
































































学的探究」に関わる学習理論の変遷を整理し、その教育理念を探った。その結果、 「問題解決学習 、「系統学習」 、 「探究」を融合させ、目指すべき「探究」を基盤とした小学校の理科教育をデザインしていくことが極めて重要であることを明確にした。　
第
3章「 「科学的探究」学習による生活科授業



















たな教授・学習モデル 構築した。そして、事例的研究によってモデルの有用性を検証した。その結果、言葉や教材を媒介とした子ども同士 水平的相互作用と、教師と子ども の垂直的相互作用の双方が促進されることが示唆され、子どもの科学的概念の構築に向けた意識化の道筋が明らかとなり、提起した教授・学習モデルの有用性 実証された。　
第
6章「科学的概念の構築を図る理科授業への
提言」では、市民の科学 リテラシー向上につながる理科教育の充実という視座から教育の場を学校だけに限定せず広く社会に求め、学校と社会を接続し、双方向性のあるコミュニケーションを活発化させることによって子どもの科学的概念の構
築を促進させる、 「科学的探究」学習の在り方を検討した。その結果、子どもが実社会との接続を意識するだけでなく、他の子どもや教師と「共感」しながら学習することによって、生きる価値を考える有意味学習への契機 なりうる可能性を提言した。
3．本研究の独自性
　
この研究の独自性は、第
1に市民の科学リテラ
シーの向上に帰結する「科学的探究」 在り方ついて、理科教育に焦点を当て、一貫して構成主義学習論に依拠して理論的・実践的に研究を進めたこと。第
2に米国の
F
O
S
S学習プログラムの
援用など世界的な動向への目配りも怠ることなく、我が国のヴィゴツキー研究の新しい成果 本研究に反映させ、授業デザインの構築に関わる研究に斬新性を持た
3に理論研究をもとに
教授・学習モデルを構築し、事例的研究を進め、質的研究と量的研究という科学的な分析の手法を用い、構築した理論の確かさと児童の科学的概念の形成の実像を明らかにし ことである。
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